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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・Ａの起こる確率＝ａ/ｎであることを理解している。


・確率の範囲は0≦ｐ≦1であることを理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・どの目が出ることも同様に確からしいとき，1の目が出る確率は1/6であることを学習している。


○共同追究でのゆさぶり


・確率を意味から問い直す経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・小学校で，割合の求め方を学習している。





≪学習問題≫


1つのさいころを投げるとき、次の確率を求めなさい。


(1) 1の目が出る確率


(2) 偶数の目が出る確率


(3) 3以上の目が出る確率





≪定着・活用問題≫
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≪学習問題≫








②見通し:それぞれの確率を計算で求めればよい。


→1つのさいころを投げるときの目の出方は6通りある。








１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:それぞれの確率を，樹形図をかいたり表にまとめたりして求めよう。





③個人追究:樹形図や表で確率を求め，説明する。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「どの求め方に共通していることはどのようなことだろう？」


→「どれもａ/6で，場合の数を求めて計算している。」





④共同追究後半（思考を深める）


「1の目は，必ず1/6の確率で出るのだろうか。」


→「実験をすると1/6に近い値になる。」


「さいころを多数回投げると，1の目が出る割合は1/6に近づく。必ず1/6の確率で出るわけではない。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・確率はａ/ｎで，場合の数を求めて計算できる。


・さいころを多数回投げると，1の目が出る割合は1/6に近づいていくということであり，必ず1/6の確率で出るわけではない。





⑥定着･活用問題


3の目が出る確率が1/6であるさいころがある。このさいころを投げるとき，正しいものを次のア～オから選び，説明しなさい。


ア　6回投げるとき，そのうち1回は必ず3の目が出る。


イ　6回投げるとき，1から6までの目が必ず1回ずつ出る。


ウ　30回投げるとき，そのうち3の目は必ず5回出る。


エ　3000回投げるとき，3の目はおよそ500回出る。


オ　5回投げて，3の目が1回も出なかったとすれば，次に投げると必ず3の目が出る。





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・偶数の目が出る確率を求める場面で，偶数が出る場合の数を用いる考え方と，2，4，6のそれぞれが出る確率1/6の和を用いる考え方で追究している場合には，2つの考え方を比較させることもよい。


・必ず1/6の確率で出るというこだわりがある場合には，実際に多数回の試行をして確認することも考えられる。





【板書計画】








